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ＪＡ共済連（全国共済農業協同組合連合会・代表理事理事長：柳井 二三夫）は、農業者が安心し

て農業に従事できるよう保障提供とともに、農作業事故の未然防止に向けた活動を展開しています。 

この度改めて、平成２９年から令和２年までの最新の共済金支払データ２万１，６３４件を用いて、

直近の農作業事故の発生要因や事故傾向について分析を実施しましたので、ご報告します。 

分析結果に基づくと農作業事故は年間７万件程発生していると推測され、事故の発生状況では、乗

用トラクタの発生頻度が高く、農用運搬機の重症度が高いことが明らかとなりました。一方で、「農用

運搬機」については、発生頻度は後述の前回調査から減少しているものの、重傷度については著しく上昇し

ており、重大事故につながりやすい傾向にあることなどが直近のデータにより明らかとなりました。 

 

農林水産省の調査によると、農作業事故における危険性は高く、特に死亡事故の発生割合について

は、建設業の約３倍、全産業の１０倍以上と高いことから、農林水産省は令和４年までに死亡事故の

件数を平成２９年の水準から半減させることを目標に掲げて、農作業安全対策に取り組んでいます。 

ＪＡ共済連においても、引き続き、本会独自の共済金支払データを活用しながら、行政機関や関連

諸団体と連携を図り、農作業事故の未然防止に向けた活動を展開してまいります。 

農作業事故の発生状況の分析について                         

分析および結果の詳細については、別添１をご参照ください。  

 （ＪＡ共済ホームページ（https://www.ja-kyosai.or.jp/）より、ニュースリリースのページにて

分析結果の「概要版」、「詳細版」をご覧いただけます。） 

これまでの取組み                             

ＪＡ共済連では、平成３０年に過去４年間（平成２５年から平成２８年）に蓄積した共済金支

払データを活用して、農作業事故の発生要因や事故傾向について分析、農作業事故の実態、およ

びリスクをとりまとめて公表しています。 

前回調査時のデータとの比較については、別添２をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

直近の農作業事故の発生要因や事故傾向について分析 

N e w s  R e l e a s e 
～ 最新の共済金支払データによる分析結果を公表 ～ 

 

http://www.ja-kyosai.or.jp/


 
 

 

 

 毎年、農林水産省から死亡事故の調査結果が公表されており、令和２年度の死亡件数は２７０件でした。 

 ＪＡ共済の共済金支払データを分析したところ、事故全体（１８，３５４件）のうち、死亡事故は０．４％である

ことから、農作業事故は年間約７万件発生していると推測されます。 

 ＪＡ共済連では、今回、死亡にいたらなかった事故を含めて、より広範囲の農作業事故の実態を明らかに

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析①（概要） 農作業事故全体における死亡、および重傷度について 

別添１ 

※ 表中（図１）、（図２、３）は次頁リスクマップに対応しています。 

（図１） 

（図２、３） 



 
 

 「農機事故（全体）」、「施設事故」、「その他事故（全体）」について、それぞれの発生頻度と重症度（平

均）を縦横に配してリスクマップを作成しました。 

 主要農機別の農機事故 → 乗用トラクタは、「発生頻度」および「重症度」の双方の観点から危険性が

高いことがわかります。 

 事故原因・発生場所別 → 施設内外に関わらず、「墜落」の場合に重大事故につながりやすい傾向で

あることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 発生頻度と重傷度（平均）【主要農機別】 

図２ 発生頻度と重傷度（平均）【事故原因・発生場所別】 

図３ 発生頻度と重傷度（平均）【事故原因・発生場所別】 



 
 

 

 

 

 

 農作業事故はなぜ起こり、また、なぜ重大化する傾向があるのか、一般的な農作業の特性と事故の関係

をデータから検証しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析②（概要） 農作業の特性と事故の関係 



 
 

 

 

 

 

 主な農機・用具・生物（合計１４種） について、それぞれの事故特性を明らかにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析③（概要） 主な農機・用具・生物の事故特性 



 
 

 

 

 

 

 傷害事故の予備軍ともいえる物損事故の発生件数と損害額について、傾向を明らかにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析④（概要） 物損事故の発生状況 



 
 

 

 

 

 

 共済金支払データを基に前回（平成２５年～２８年）までの調査（以下、前回調査）と、今回（平成２９年～

令和２年）までの調査（以下、今回調査）を比較すると、農作業事故における全体的な傾向に差はなく、

農機使用中の農作業時に死亡・後遺障害などの重傷度の高い事故が発生しています。 

 一方で、農作業事故全体に占める死亡事故の割合を見ると、前回調査の０．４４％に対して、今回は０．３

７％に、また後遺障害を伴うような重傷度の高い事故の割合は、１．０３％から０．９２％に減少しました。 

 これを「農機」、「施設内」、「その他（屋外）」に分類すると、特に「農機」においては、死亡割合は１．２２％

から０．８％に、重傷度が高い事故の割合は３．０％から２．０３％に減少していることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回データとの比較① 死亡、および重傷度の比較 

別添２ 



 
 

 

 

 

 

 農機使用中に発生した事故を農機別に見ると、「乗用トラクタ」、「草刈機（不明）」、「農用トラック」が上位

を占め、以下、発生割合が５％を超えるものに「チェーンソー」、「自脱型コンバイン」、「歩行用トラクタ」、

「刈払機」が続きました。 

 前回調査と比較すると、トラクタ（下表中の「乗用トラクタ」、「歩行用トラクタ」）、および「刈払機」の割合が

減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※草刈機（不明）は刈払機、乗用型草刈機、歩行型草刈機の判断のつかない機械を指す。 

 

 

 主要な農機をリスクマップを用いて前回調査と比較すると、「乗用トラクタ」は発生頻度、重傷度とも減少し、

「歩行用トラクタ」と「刈払機」は発生頻度が減少していることがわかりました。 

 一方で、「農用運搬機」については、発生頻度は前回調査から減少しているものの、重傷度については

著しく上昇しており、重大事故につながりやすい傾向にあることが明らかとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回データとの比較② 農機別に見た事故発生件数の割合 

前回データとの比較③ 農機別に見た事故発生件数の割合 


